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3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
民
主
党
の
社
会
保

障
と
税
の
抜
本
改
革
調
査
会(

会
長
：
仙
谷
由
人
代

表
代
行)

の
役
員
会
に
お
い
て
、
今
年
前
半
の
最
大

の
政
策
課
題
で
あ
る
社
会
保
障
の
将
来
像
、
そ
の
中

で
医
療
・
介
護
分
野
の
論
点
整
理
を
私
が
発
表
し
て

い
る
時
に
東
日
本
大
震
災
は
起
き
ま
し
た
。
か
な
り

大
き
な
2
分
間
ほ
ど
の
揺
れ
で
し
た
。
直
後
に
震

源
は
東
北
北
関
東
沿
岸
、
三
陸
海
岸
に
津
波
6m
の

予
測
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
10
数
分
後
、
今
度
は

津
波
到
達

10m
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
津
波

の
予
想
さ
れ
る
高
さ
を
実
際
の
高
さ
が
上
回
っ
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
仙
台
に
住
む
娘
と
は
直

後
に
電
話
が
通
じ
、
東
北
大
学
も
大
き
な
被
害
を
受

け
避
難
中
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。
私
は
大
津
波
が

地
球
を
襲
う
小
説
を
半
年
ほ
ど
前
に
読
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
広
範
囲
に
わ
た
る
甚
大
な
被
害
を
予
感

し
ま
し
た
。
役
員
会
の
席
で
し
た
か
ら
議
員
個
人
の

能
力
で
や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
と
い
う
意

識
は
す
ぐ
に
共
有
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
安
定

的
に
被
災
者
の
健
康
を
守
る
取
り
組
み
が
必
要
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。  

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

D
M

AT(D
isaster M

edical Assistance Team
)

が
で
き
ま
し
た
。D

M
AT

と
は
「
災
害
急
性
期
に

活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
た
医
療
チ
ー
ム
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
医
師
、

看
護
師
、
業
務
調
整
員
（
医
師
・
看
護
師
以
外
の
医

療
職
及
び
事
務
職
員
）
で
構
成
さ
れ
、
大
規
模
災
害

や
多
傷
病
者
が
発
生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場
に
、
急

性
期
（
お
お
む
ね
48
時
間
以
内
）
に
活
動
で
き
る

機
動
性
を
持
っ
た
、
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療

チ
ー
ム
で
す
。
こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
多
く
の
課
題
の
う
ち
、
「
初
期
医
療

体
制
の
遅
れ
」
を
解
決
す
る
策
で
し
た
。
災
害
時
に

多
く
の
患
者
さ
ん
が
運
ば
れ
る
、
被
災
地
の
病
院
機

能
を
維
持
、
拡
充
す
る
た
め
に
、
病
院
の
指
揮
下
に

入
り
病
院
の
医
療
行
為
を
支
援
さ
せ
て
頂
く
病
院

支
援
や
、
被
災
地
の
外
に
搬
送
す
る
、
広
域
医
療
搬

送
な
ど
の
取
り
組
み
で
す
。 

 

し
か
し
、
今
回
は
そ
れ
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
拠
点
と

な
る
病
院
の
機
能
は
失
わ
れ
、
被
災
の
範
囲
は
あ
ま

り
に
も
広
い
か
ら
で
す
。
被
災
初
期
は
お
互
い
に
顔

が
見
え
る
知
り
合
い
の
関
係
か
ら
支
援
が
始
ま
り

ま
す
。
ま
た
情
報
も
知
り
合
い
の
関
係
か
ら
発
信
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
長
期
の
支
援
は
お
互
い
に
疲
弊

し
ま
す
し
、
情
報
に
ム
ラ
が
生
じ
ま
す
。
私
は
4
人

の
国
会
議
員(
藤
田
一
枝
、
仁
木
博
文
衆
議
院
議
員
、

川
合
孝
典
、
梅
村 

聡
参
議
院
議
員)

、
日
本
医
師

会
、
全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
、
大
規
模
病
院
か

ら
な
る
日
本
病
院
会
、
中
小
規
模
の
病
院
か
ら
な
る

全
日
本
病
院
協
会
に
声
を
か
け
、
3
月
16
日
に
被

災
者
健
康
対
策
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
連
日
会
議
を

開
き
ま
し
た
。
こ
の
構
成
で
あ
れ
ば
日
本
中
の
医

療
・
介
護
関
係
者
に
行
き
届
く
と
判
断
し
た
か
ら
で

す
。 

こ
の
チ
ー
ム
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
各
団
体
が
把

握
し
て
い
る
最
新
の
現
場
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
、
そ
の
情
報
を
分
析
し
、
官
邸
の
被
災
者
生
活

支
援
特
別
対
策
本
部
や
厚
生
労
働
省
に
提
言
を

す
る
こ
と
で
す
。
3
月
17
日
に
は
、
医
薬
品
・

医
療
機
器
等
の
緊
急
調
達
と
供
給
に
関
わ
る
シ

ス
テ
ム
の
提
案
を
行
い
、
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
災
害
医
療
支
援
チ
ー

ム
は
、
避
難
所
で
生
活
す
る
方
々
に
共
通
の
ト
リ

ア
ー
ジ
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

は
共
通
の
傷
害
保
険
に
登
録
し
ま
す
。
共
通
の
ト

リ
ア
ー
ジ
カ
ー
ド
で
は
医
療
の
必
要
度
、
介
護
の

必
要
度
、
認
知
度
が
関
係
者
に
は
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
つ
く
り
ま
し
た
。
4
月
22
日
ま
で
に
被

災
者
生
活
支
援
特
別
対
策
本
部
へ
の
要
望
事
項

21
項
目
、
厚
生
労
働
省
へ
の
指
示
・
要
請
事
項
39

項
目
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
最
後
の
チ
ー
ム
会
議

ま
で
に
は
上
記
4
団
体
に
加
え
、
日
本
歯
科
医
師

会
、
日
本
薬
剤
師
会
、
日
本
看
護
協
会
か
ら
も
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
初
は
顔
の
見
え
る
民-

民
の
関
係
が
重
要
で

こ
れ
を
妨
げ
る
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
恒
常
的
、
安
定
的
に
支
援
を
続
け
る
に
は
行

政
の
関
与
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
様
々
に

変
化
す
る
ニ
ー
ズ
、
そ
れ
に
機
動
的
に
即
座
に
対

処
す
る
に
は
官
で
は
動
き
が
取
れ
ま
せ
ん
。
経
済

的
に
活
動
を
誘
導
す
れ
ば
格
差
が
生
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
健
康
対
策
の
専
門
家
が
協
議
会
を
作

り
、
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
支
援
を
被
災
地
全
体

に
展
開
す
る
。
さ
ら
に
ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
様
々
な
施
策
を
提
言
し
、
被
災
地
復
興
、
都
市

再
生
に
つ
な
げ
る
。
医
療
・
介
護
従
事
者
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
体
制
が
絶
対

に
必
要
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
こ
の
協

議
会
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
す
。1
か
月
を
超

え
る
チ
ー
ム
会
合
の
中
で
医
療
関
係
の
全
国
団

体
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
医
療
支
援
の
方
向
性
・
内

容
を
協
議
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
支
援

協
議
の
場
が
設
け
ら
れ
、
日
本
の
医
療
界
の
歴
史

で
初
め
て
の
連
携
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

3月 19日（土）日本医師会館 
被災地に医療用医薬品を空輸 
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こ
の
連
絡
協
議
会
の
発
足
を
受
け
、
民
間
の
医
療

関
係
の
各
団
体
と
今
後
の
被
災
地
に
於
け
る
支
援

活
動
を
緊
密
に
連
携
し
て
進
め
て
行
き
た
い
と
の

強
い
要
望
を
持
っ
て
い
た
政
府
の
被
災
者
生
活
支

援
特
別
対
策
本
部
が
、
た
だ
ち
に
被
災
者
健
康
対
策

支
援
連
絡
協
議
会
の
幹
部
を
官
邸
に
招
き
協
力
を

要
請
し
ま
し
た
。 

民
・
官
・
政
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
既

に
1
か
月
以
上
被
災
者
健
康
対
策
チ
ー
ム
と
し
て

実
績
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
が
連
絡
協
議
会
の
ス
ム

ー
ズ
な
発
足
に
寄
与
し
た
と
思
い
ま
す
。
仮
に
今

後
、
大
き
な
災
害
が
生
じ
た
と
き
、
こ
の
被
災
者
健

康
支
援
連
絡
協
議
会
の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
協
議
会
の
顧
問
と
し
て

被
災
地
復
興
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

 

震
災
か
ら
1
か
月
を
経
過
し
、
被
災
地
の
状
況

が
急
性
期
か
ら
慢
性
期
に
移
行
す
る
段
階
に
な

り
、
医
療
・
介
護
の
支
援
活
動
を
長
期
に
わ
た
り

効
率
的
、
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
一
層

緊
密
な
協
議
・
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
認
識
が
一
致
し
、
被
災
者
健
康
支
援
連
絡

協
議
会
を
設
立
す
る
準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
政
治
家
が
招
集
し
、
座
長
を
勤
め
る
段
階
は

終
え
た
と
判
断
し
た
の
で
す
。
4
月
22
日
（
金
）、

被
災
者
健
康
支
援
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
は
①
被
災
地
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
医
療
チ
ー
ム
の
中
長
期
的
な
派
遣
を

確
保
す
る
。
②
避
難
所
を
始
め
被
災
地
の
健
康
確

保
上
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症

対
策
な
ど
被
災
者
の
健
康
確
保
に
必
要
な
取
り
組

み
を
行
う
。
災
害
医
療
支
援
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン

バ
ー
は
こ
れ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
段
階
に
応
じ
て

協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
め
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
協
議
会
と
厚
生
労
働
省
、
及
び
関

係
省
庁
は
、
協
議
会
が
上
記
の
取
組
を
行
う
に
当

た
り
、
緊
密
に
協
力
調
整
を
図
る
。
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

4月 22日（金） 
被災者健康対策チームとしての 

実績を報告 

4月 22日（金） 被災者健康支援連絡協議会 発足 

日本病院会  

副会長 梶原 優 
全日本病院協会  

副会長 安藤高朗 

日本医師会  

副会長 横倉義武 日本歯科医師会  

会長 大久保満男 

参議院議員 

足立信也 

全国医学部長病院長会

議 相談役（国立がん研

究センター 理事長） 

嘉山孝正 

日本医師会  

会長 原中勝征 

環境大臣 内閣府特命

担当大臣 （被災者生

活支援特別対策本部

本部長） 松本 龍 

内閣官房副長官 （被

災者生活支援特別対

策本部本部長代理） 

仙谷由人 

日本薬剤師会  

会長 児玉 孝 

内閣府副大臣（被災

者生活支援特別対策

本部副本部長兼事務

局長） 平野達男 


